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ロータリーの目的
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある :

第 1　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること ;

第 2　 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕
する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること ;

第 3　 ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕
の理念を実践すること ;

第 4　 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和
を推進すること。

付記 :「ロータリーの目的」の 4 つの項目は、等しく重要な意味を持ち、また同時に行動を起こさなけれ
ばならないものであるということで、RI 理事会の意見が一致している。
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2014-2015年度　国際ロータリー第2730地区　

ガバナー　田　中　  俊　實

　皆様、新年明けましておめでとうございます。

　昨年は、サンディエゴでの国際協議会、地区

チーム・ガバナー補佐合同研修会、地区研修・協

議会、公式訪問、地区大会と大変不安な中にも皆

様のご協力のもとすばらしい成果をあげ、無事終

えることができ、心より感謝申し上げます。

　各クラブの皆様は、ゲイリーC.K.ホァンRI会長

のライトアップロータリーに向かって今年度計画

された事業、目標に対し、大変忙しくなると思い

ますが、楽しみながら前進しましょう。

　１月はロータリー理解推進月間です。手続要覧

には、毎年１月、ロータリアン、クラブ、地区は

それぞれ地域社会でロータリーに対する認識向上

に取り組むべきであると書いてあります。

　我々は、何を理解・認識してもらいたいので

しょうか。大きく分けて2つあると思います。1

つは奉仕実績です。クラブ単位の奉仕事業、地区

の奉仕事業、ポリオ撲滅などのロータリー財団

奉仕事業等、職業奉仕、社会奉仕、青少年奉仕、

国際奉仕に分けて考えますと、たくさんの奉仕実

績があります。世界中のロータリアン一人ひとり

が行動していることを理解し、そのひとりである

ことに自信と誇りを持ちましょう。もう１つは、

その奉仕活動をするためのロータリーの考え方の

理解と発信です。公共イメージ部門に協力しま

しょう。ロータリーの目的、四つのテスト、ロー

タリーの行動規範等をロータリアンが勉強し、理

解して自分の行動を律することができれば最高で

す。以上のことをまずロータリアンが理解・行動

するためには毎月の「ロータリーの友」をよく読

みましょう。

　各クラブ会員の皆様が、ゲイリー・ホァンRI会

長の「ライトアップロータリー」に向かって前進

し、次年度への引継ぎをスムーズにして今年をす

ばらしいものといたしましょう。

ライトアップロータリー ハッピークラップ ありがとうロータリー



より実践的な公共イメージと認知度の向上について

世界ともいえるかもしれません。口コミは人々の
口を通じて広がるものですが、ネットの普及によ
り加速度的に広がりを見せています。
　当地区でも昨年度にEクラブが発足しました。
ネット上での例会開催により、これまで時間的あ
るいは物理的な制約があり入会できなかった方々
が次々にロータリアンになられています。
　今後もこのネットの活用は、ロータリーにとっ
て、大きくかつ重要なテーマになると思われま
す。
　私ども公共イメージ部門は今年度後半には、よ
り外に向けての活動を行うことにしております。
そのためにはロータリーデーのようなイベントを
開催し、広く一般の方に参加いただき、ロータ
リーを知ってもらうことをねらいたいと考えてい
ます。
　これまで、特に日本ではロータリーは「陰徳」
的な精神で語られてきた面もありますが、これか
らは実際に行っていることをきちんと発表し世間
に知らしめることが大事です。
　日頃われわれが標榜している「職業奉仕」のす
ばらしさ、水問題に長らく取り組んできたこと、
米山奨学生の存在、そして新世代におけるいろい
ろな社会貢献は多くの人によい影響を与えている
のは間違いありません。そして、ロータリアンの
活動によりポリオがもう少しで撲滅すること、東
日本大震災の復興には現地のロータリーとの交流
を通じていろいろな支援をしていることなどをき
ちんと紹介すべき時代に入っていると思います。
　今後、公共イメージ部門では、いかにロータ
リーがすばらしいかを外向けに発信していく所存
です。
　WEB、facebook、イベントなどを活用し、一
般の方にロータリーが身近なものになるよう今後
も活動をしていきます。もちろん、各クラブの公
共イメージ向上活動を支援していくことにも注力
してまいります。

　ロータリーの戦略計画には「公共イメージと認
知度の向上」が明示されています。もとより、
「公共イメージ」という言葉がある意味難解で
す。公共イメージ部門長として3年目を迎えてい
ますが、わたくしなりの解釈をしております。

まず、
公共イメージと認知度の向上の目的ですが、

１． ロータリーという組織を一般の方によく知っ
てもらい、理解してもらう

２． ロータリーの活動を広く一般の方に知っても
らい、理解してもらう

３． ロータリアンの魅力を感じていただき、ロー
タリーに入っていただく

　最終的には、拡大および会員増強に結び付ける
ことが最大の目的だと考えます。その実現のため
には、手段や方法はなにが考えられるでしょう
か？マスコミ等に対する広報、マスコミを使った
広告、ポスターやチラシなどの配布、イベントの
開催などがあります。そして最近ではネットとい
う媒体があります。
　コストを考えるとネットは利用価値があり、
ネットの活用は間違いなく重要になってきていま
すので、当地区の公共イメージ部門では地区公式
サイトの充実、全クラブにWEBを保有してもら
う事業などに取り組んでまいりました。
そしてfacebookのようなSNSの活用も実験的にお
こなっております。
　facebookのようなSNSは言い換えれば口コミの

公共イメージ部門

部門長

水　居　　　徹
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私のロータリーモメント

モしか準備しておりませんでしたので、後から原
稿を書いている始末です。一方、折角の機会でも
ありますので、勝手ながら当日は発表しなかった
ことを書かせていただくことをお赦し下さい。そ
れは8月に亡くなられた島津久厚パストガバナーの
思い出です。　
　島津久厚パストガバナー（以下、殿様と呼ばせ
ていただきます）の素晴らしい人格や業績は私が
言わずとも皆様ご存知のことですので、敢えて私
の稚拙な文章でご紹介するのは控えますが、こん
なことがありました。平成18、9年のことだった
と思います。殿様がおられた都城ロータリークラ
ブにメイクアップした時のこと。食事が一段落し
た頃、隅に着席していた私の所に、長峯パストガ
バナーが来られ「殿様が、君のことを『鳥集とは
あの鳥集の息子か』と聞いておられる。行ってき
なさい」（実際は全て都城弁）と言われました。
驚きました。参議院議員をされた先生がわざわざ
来られて、しかも殿様が私のことを尋ねておられ
るとは。早速、長峯パストガバナーに連れられて
殿様のお席に向かったところ、殿様は近づく私に
気付かれ、すっと立ち上がられました。頭を下げ
た私ごときに、背筋をぴんと伸ばして頭を下げら
れ、温かいお言葉までかけて下さったのです。先
祖が高原郷士であったことは私の秘めた誇りでし
たので、この瞬間は畏れ多くまた、殿様の一連の
所作に、まさに殿様のご人格を全身で感じて有頂
天になりました。お言葉の内容は恍惚の果てに記
憶がありません。ロータリークラブに所属してい
なかったら、長峯パストガバナーが配慮して下さ
らなかったら、一生のうちに何度もはない感激を
味わうことはできなかったでしょう。その後、地
区大会で何度か殿様が奥様とご一緒されている機
会を目にすることがありました。私が立ち止って
精一杯の姿勢で一礼をすると、殿様も同じように
立ち止まられて、やはり綺麗な姿勢で礼を返して
下さいました。それだけのことかと思われるかも
しれませんが、私はその度に殿様の高潔な人格に
触れる気がしていました。亡くなられたことが本
当に残念でなりません。殿様とご夫人のご冥福を
心よりお祈り申し上げます。

　私は、平成14年に勤めていた会社を退職し、平
成16年に現在の事業を開業しました。会社といっ
ても共同経営者や従業員がいるわけではありませ
ん。たった1人の会社です。企業に属していたとき
は励ましあう同僚がおり、指導・叱責・評価をし
てくれる上司がおり、時には退社後は居酒屋で仕
事のことを語り合うこともありました。経営者は
孤独であると言われますが、開業後の私は全く孤
独でした。
　縁あって平成17年に都城西ロータリークラブ
に入会して、私は上司・先輩・同僚・後輩を得る
ことが出来ました。私にとってロータリークラブ
は、「単に所属する以上の組織」です。家族や会
社がその構成員に与えてくれる全てを与えてくれ
ます。開業以来、事業が危機的な状況を迎えたこ
とも多々ありました。もし、あの時、都城西ロー
タリークラブに所属していなかったら、私はうま
くいかないことを世間に所為にしていたかも知れ
ません。諸先輩の人間性に触れることがあったか
らこそ、苦しい時を乗り越えてきたという話を
語ってくれた先輩がいたからこそ、今、この場に
立っていられることと思います。ロータリークラ
ブは経営者が組織の一員として、一兵卒として奮
起することができる貴重な場であり、組織である
と思います。
　四つのテストについて、これは社会生活を営む
上でも指針となるものであると考えています。私
は地元ではPTAの役員や公民館の委員をしたことが
あります。ちょっとした解決すべき問題が発生す
ればその対応策を検討します。出てきた解決策が
合理的であると思っても、四つのテストに照らして
みます。発生した問題や主張は「真実かどうか」、
解決策は「みんなに公平か」、「好意と友情を深
めるか」（公平を追求するが故に、好意と友情を
損なうことはないか）、「みんなのためになるか、
どうか」。私はビジネスシーンだけではなく、地域
での暮らしの中でも指針としています。
　以上、大会で発表したのはこのような内容で
あったと記憶しております。当日は不精をしてメ

都城西RC　鳥集　寿一
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なりました。
　今後も、毎年ロータリーデーとエンド　ポリオ　ナウを実行して、地域の方々との交流と親睦を深め、
ロータリー活動を充実させていきたいと思います。
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　平成 26 年 11 月 9 日（日）11 時より、延岡
中央ロータリークラブ恒例のレクレーションに加
え、「ロータリーデー」と「エンド ポリオ ナウ」
を同時に開催しました。
　会場は当初、屋外を予定しておりましたが、雨
天の為、会場が変更になり、日本料理高浜さんで
の開催となりました。
　ロータリーデーとは、地域の方と一緒に楽しい
行事を開催し、ロータリークラブの魅力を伝えて
いくというイベントです。エンド ポリオ ナウと
は、ポリオ発症数はこれまで 99％減少しました
が、撲滅活動が困難な地域での予防接種を継続す
るには、力強い最後の一押しが必要とされていま
す。このポリオ撲滅に向けての募金活動がエンド 
ポリオ ナウということです。
　今回のイベントでは、尾形栄ガバナー補佐をは
じめ、ウルスラ学園高等学校より、交換留学生で
カナダ人のアラン君と、そのお友達３名、プロバ
スクラブから３名、延岡中央ロータリークラブの
奥様方でつくっております華陽会より 11 名、延
岡中央ロータリークラブ会員が 27 名の総勢 46
名の方々にご参加していただきました。11 時よ
り岩佐純一 SAA 委員長の下、通常例会を行い、
引き続きロータリーデーとエンド ポリオ ナウを
開催しました。
　まず、尾形栄ガバナー補佐より、ロータリーク
ラブの歴史と魅力について、お話頂き、続いて、
矢野恵治財団委員長よりポリオについてのお話を
頂きました。皆さん、熱心にお話を聞かれ、ロー
タリー活動や、ポリオ撲滅運動に対し、非常に強
い関心を示されていました。
　ポリオの募金も 34,000 円集まりました。会員
の協力もあって、目標額の 150,000 円達成でき
ました。
　レクレーションでは、甲斐寛人フェローシップ
委員長の下、バーベキューや鮎の塩焼きを参加者
に振るまい、楽しき和やかな雰囲気の中で参加者
全員が親睦を深め合い、大変充実したイベントに

延岡中央RC　ロータリーデー ＆ END POLIO NOW

 H26年11月　夕刊デイリー 掲載



　平成 26 年 8 月 30 日（土）、2730 地区奄美
分区 3 クラブ（奄美瀬戸内 RC、奄美中央 RC、
奄美 RC）合同による事業として、ロータリー
デー「ロータリーを楽しもう」研修イベント《星
の観察会・ポリオ撲滅運動卓話》を瀬戸内町蘇
刈の美しいマリンブルーのビーチに面したホテ
ルの前庭及び屋上にて行いました。
　当日は、お昼前後に雷雨に見舞われ、大変心
配されましたが、神がかり的に、夕方からは曇
もすっかり晴れ渡り、満天の星空となり、星空
観察にふさわしい空模様となりました。また夏
休み最後の土曜日とあって、イベントの対象と
して新聞、ちらし等で募集した小中学生の参加
が危惧されましたが、豈図らんや島内各地から
大勢の子供達約 90 名が集まり、その他幼児、
保護者、そして 3 クラブのロータリアン総勢
240名が広大な夜空をキャンパスとした美しい
空を眺めながら、星空観察の指導員の説明の下、
“ 宇宙の不思議 ” について学び、また特殊な天
体望遠鏡による絵に描いたような輪に捲かれた
土星を観察でき、子供達から大きな感動を得る
機会に恵まれました。
　また星の観察前には、瀬戸内 RC のロータリ
アンにより、前庭の芝生にテーブルを設営して
頂き、かき氷やバイキングを子供達に楽しんで
もらい、大盛況となりました。そして、その後
我々ロータリーが取り組んでいるポリオ撲滅の
歴史を屋外に設けた巨大スクリーンを通して、
説明し、理解を深めて頂き、その中で特にポリ
オ撲滅まで「あと少し」を強く訴え、多くの募
金活動にもつながりました。写真は「あと少し」
のサインをみんなでポーズして撮っています。
　このような奄美分区 3 クラブでロータリー
デーを成功裡に終えることが出来、また地元の
新聞へ大きく記事として取り上げられ、地域社
会でのロータリーの存在感を高めるという役割
を何よりも果たしたと思うところです。
　今回、奄美分区での初めての 3 クラブ合同事
業でしたが、少ない会員数ながらイベントの運営に最も尽力された奄美瀬戸内 RC、司会進行、バイキ
ングの担当として見事にこなされた奄美中央 RC、ガバナー補佐を中心に準備に追われた奄美 RC の皆
様に心から感謝申し上げ、また同時にロータリーの友情を改めて熱く感じるイベントでもありました。

奄美RC　ロータリーデー

▲ H26年9月　奄美新聞 掲載

▲ H26年9月南海日日新聞 掲載
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第2ゾーンRC　金　杉　　誠
（文責、及び質問は金杉Makoto.Kanasugi@ysl.co.jpまで）

　2014年3月に国際ロータリーはロータリアン67

千人に対してRI戦略計画に関するアンケート調査

を実施いたしました。その結果RI戦略計画への支

持は極めて高く、又地区やクラブで戦略計画を立

てる必要性に対しても97%のロータリアンが賛成

をしております。一方クラブで戦略計画があると

いう回答は45%となっておりますが、さて皆様方

のクラブは如何でしょうか?私が実際に各地区の

研修に呼ばれた時の感触では、クラブで戦略計画

を立てて実行しているクラブは未だほんの一握り

ではないでしょうか?「又RIが難しいことを言っ

てきたな、ここは少し様子を見て」と言ったとこ

ろではないでしょうか?

　戦略計画は皆様方の為のものです。ロータリー

という組織は本質的に分権的なもの、即ち各クラ

ブが自由に運営できる部分が非常に多い。それは

それでよいことだと思いますが、一方クラブにす

べてを任せると単年度主義の弊害というものも目

立ってきたように思われます。自分が会長の1年

間頑張ればよい、前例踏襲を由とする文化です。

これがもし営利企業であったら如何でしょうか?

売り上げが三分の二に減ったら何かしかるべき

対策を立てるのではないでしょうか?それも長期

的な方向性を。皆様方が本当にロータリーを好き

ならば(そう信じていますが)是非立ち上がって頂

きたいのです。現実に先ほどのアンケート調査で

も戦略計画を持っているクラブのほうが、そうで

ないクラブよりも会員満足度が16%も良いという

結果が出ております。もちろんロータリーの性質

から言って決して強制しているわけではありませ

ん。問題が多いと感じたらこうしたら如何ですか

とのご提案です。

　RI戦略計画は120万人のロータリアンの為のも

のです。皆様方のクラブに同じようなものを求め

ているのではありません。10人のクラブや100人

を超えるクラブ、地方のクラブや都会のクラブ、

全部同じようなものを作る必要は全くないので

す。時々「戦略計画立案ガイド」が使い難いとい

う声も聞きますが、それは参考にする程度で十分

です。大切なことはクラブのメンバー全員が参加

して、皆平等な立場で前向きな声を収集するとい

うことです。又良く時間がないと言う声も聞きま

す。例会の時間を使えば良いのではないでしょう

か?何も例会の時間は卓話を聞かなければいけな

いという決まりなんかありません。自分たちのク

ラブを少しでも良くするために、皆で話し合いを

したほうが時にはよほど盛り上がるのではないで

しょうか?

　戦略計画策定にあたってのポイントを私なりに

考えますと会員増強計画は外せないと思います。

組織改革や無理のない広報計画、クラブによって

は合併あるいは新クラブの設立も必要かもしれま

せん。奉仕活動の現状と将来、例会の柔軟性の確

保や経費の見直し、リーダーシップ研修等々。も

ちろん全部網羅する必要などないのです。肝心な

ことは形式ではなく、自分たちのクラブがより良

くなるための方策を皆で良く膝を交えて話し合っ

て頂きたい、そしてどんなに簡単でもよいからそ

れをまとめれば立派な戦略計画だと思います。

　　　　　　　以上

コーディネーターニュース1月号 （2014年 12月 9日配信）

「RI戦略計画」から「クラブの戦略計画」へ
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第７回島津発祥まつり参加報告

　11月22日　午後5時「第7回　島津発祥まつり」
に参加する為に、交換留学生3人とROTAXの戸高　
晃さんが都城に集合しました。その日は都城メイン
ホテルで地区青少年交換委員会によります、次年度
派遣交換留学生選考会が開催されており、留学希望
者とも交流をしていました。
　11月23日、快晴の中、「第7回島津発祥まつり」
が開催されました。早朝から初めての着付け等で3
人とも、ずいぶん緊張気味でした
　午前10時30分から第29代都城島津ご当主・島津
久友様や都城市長様、他各ご来賓参加のもと、まつ
り成功祈願が行われました。神事開始前にご当主や
市長等ご来賓に3人を紹介しましたが、それぞれ笑
顔で質問等に答えていました。そして神事に神妙な
面持ちで参加しました。このような神事自体は初め
ての事で鎧姿と振袖姿がとても窮屈そうでした。神
事終了後にパレード待機場所に移動すると、パレー
ド参加者から歓声が上がる位にその姿が凛々しく、
綺麗に仕上がっていた事が実感できました。
　午前11時30分　出立の法螺貝の音と陣太鼓の音
を合図に、まつり振興会役員・ご来賓の山車を先頭
に島津の歴史を表現する約1㎞に及ぶパレードが動
き出しました。
　交換留学生は6番目の「15代久直夫人　春麗　な
ぎなた隊」に参加しました。都城北RC・IAC聖ドミ
ニコ学園高等学校　宮川校長先生の羽織袴に提灯を
先頭に大将鎧姿のアラン君、続いて聖ドミニコ学園
高等学校IAC生徒の皆さん20人が、なぎなた隊で続
いていきます。その後を「春麗」お付きの姫役に扮
したラウラさんとフレデリカさんが、最後に一般公
募の「春麗」役の輿が続いて行きました。約1.5㎞を
沿道の市民から盛んに歓声をかけて頂きながらにこ
やかに歩いてくれました。中間地点と到着地点では
交換留学生の氏名・出身地とロータリーの紹介をア
ナウンスして頂きました。
　到着後はパレード参加者全員での記念撮影があり
ました。その後は、「島津荘園」と称した陣幕に囲

まれたイベント会場内で、一般来場者との写真撮影
のリクエストに気持ちよく応えてくれてました。第
29代島津ご当主との貴重な記念撮影もできました。
また、地元のボランティアによります、ご当地グル
メのテントでも試食を振る舞われていました。
　午後5時まで続くイベントでありましたが、着替
えの関係で午後2時30分までの短い非現実体験であ
りましたが、本人たちにとりましては地域の文化に
触れる貴重な経験になったと思います。その夜は、
昼間の興奮が収まらないのか、留学生3人とROTAX
と夜が更けるまで話をしていました。
　11月24日はそれぞれの予定に伴い午前・午後にホ
ストファミリーの元に電車・バス・自家用車を利用
して帰っていきました。到着後にそれぞれのホスト
ファミリーからご連絡を頂きまして、安心したとこ
ろであります。
　尚、携帯電話等で撮影した写真等は留学生の手元
にあると思います。今後、都城市広報・まつり振興
会広報・ロータリー写真等が集まります。厳選して
留学生に渡す予定です。
　今回のまつりを通して感じた事は、地域のイベン
トに見学だけではなく参加型の企画も大切な事だと
思いました。より深く、地域の人や食や文化に触れ
る良い機会になると思います。
　これからも、それぞれのお立場で留学生の為に
色々と企画されていると思います。地区委員・ホス
トクラブ・ホストファミリーの皆様も色々と気苦労
が大変かとは思いますが、みんなで頑張っていきま
しょう。

青少年交換委員会
委員長　七　枝　敏　洋
委　員　戸　高　　　望
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▲ H26年11月　南日本新聞 掲載

ロータリーEクラブ　ジャパンカレント

One Coin メーキャップOne Coin メーキャップ
キャンペーン!!キャンペーン!!

職場や家にいながら500円でメーキャップしてみませんか？

①：メーキャップ料　500 円（ワンコイン）

②：例会開催日　　毎週月曜正午～日曜正午

③：投稿の文字数　150 字以上～ 500 字

④：カード決裁又は口座振込の選択が出来ます。

鹿児島南ロータリークラブ創立 55周年記念出版「なつかし道の碑」が
自費出版南日本大賞 企画賞を受賞しました。

【振込先口座】
ゆうちょ銀行　記号 :17320　番号 :19328491
口座名義
2730 ジャパンカレントロータリー Eクラブ
※他金融機関から振り込みをされる場合は、
次の内容をご指定ください。
ゆうちょ銀行
店名：七三八（読みナナサンハチ）店番：738
預金種目 : 普通預金　口座番号：1932849

【メーキャップの方法】
① 検索サイト（Yahoo や Google など）を利
用して「2730 Ｅクラブ」と検索
②Ｅクラブのホームページへアクセス
③ ホームページのトップページにある「メー
クアップ」をクリック。
④  「メークアップ会員登録ページ」をクリッ
ク後は、順次進めて頂ければ、メーキャッ
プが可能となります。

Eクラブ 2730 Japan Current 会員維持増強委員長　松岡　高史
TEL・FAX 0996-77-4094　e-mail：mappy20032003jp@gmail.com

【お問い合わせ】

トピックス
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日　　程 行　　事 時　間 場　　所 摘　　要

２
０
１
５
年

1 月 11日 日 2015学年度
米山奨学生選考会 9：30 メインホテル

1月 16日 金 鹿児島県中部分区 I.M 18：30 ホテル京セラ

1月 17-18 日 土・日 宮崎県中部・北部分区ライラ 13：30 シーガイアコンベンションセンター

1月 18日 日 第 2回地区RA連絡協議会 10：00 都城市コミュニティセンター
1月 25日 日 RLI パートⅢ　卒後コース 9：00 メインホテル

1月 31日 土 地区諮問委員会 13：30 メインホテル

2月 1日 日 なでしこ 2730全体会 12：30 鹿児島商工会議所アイムホール

ロータリー
デー 「東日本大
震災復興支援
を通じた絆の
実現」

2月 7日 土 鹿児島県東部分区 I.M 9：30 鹿屋体育大学　水野講堂

2月 14-15 日 土・日 地区チーム研修セミナー ホテルメリージュ延岡

2月 22日 日 クラブ研修セミナー 10：30 メインホテル

2月 22日 日 RA分区合同研修会 各分区

2月 28日 土 鹿児島市内分区 I.M 鹿児島市民文化センター

3月 7-8 日 土・日 会長エレクト研修セミナー キャトルセゾンマツイ

3月 14日 土 宮崎県 I.M 13：30 シーガイア・コンベンションセンター

3月 16日 月 宮崎南RC創立 40周年
記念式典 宮崎観光ホテル

4月 5日 土 第２回地区RA委員会 都城地区事務所

4月 17-19 日 金・土
・日

韓国第 3660地区
日韓ＲＡ親善交歓会

第 3661地区
ソウル～釜山

4月 26日 日 第 3回地区RA連絡協議会 霧島市国分予定

5月 24日 日 地区研修・協議会 野口記念館他

5月 30－ 31日 土・日 第 44回地区RA幹部研修会 霧島市国分予定

5月 30－ 31日 土・日 鹿児島県北部・
西部分区ライラ

6月 13日 土 地区RA委員会 姶良市
（加治木町さえずりの森）

6月 14日 日 指宿 RC50 周年記念式典・
祝賀会 指宿いわさきホテル

10月 16-18 日 金・土
・日 2015-16 年度地区大会予定 延岡総合文化センター他

国際ロータリー第2730地区　主な行事実施予定一覧



10

 

 

  
 

/  

11月の寄付金傾向

公益社団法人ロータリー米山記念奨学会



文 庫 通 信文 庫 通 信

ロータリー文庫
〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階　開館.午前10時~午後5時　休館.土・日・祝祭日

TEL.03-3433-6456　FAX.03-3459-7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50 周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約 2 万 4 千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。
閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承
ります。また、一部資料はホームページで PDF もご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資
料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

【328号】

最近のロータリー情報
◎「2010年から活動を開始するロータリー・コーディネーター」　村上勘一　2010　1p　（D.2540月信）

◎「コーディネーターニュース8月号－RI 戦略計画とコーディネーターの責務」　金杉 誠　2014　1p      

◎「ロータリーコーディネーターニュース9月号」　安満良明　2014　1p 　(D.2760月信）                     　　

◎「コーディネーターニュース10月号－ロータリー公共イメージの推進」　渡辺敏彦　2014　1p 

　  （D.2820月信）

◎「コーディネーターニュース11月号－『My Rotary』を活用しよう」　髙野孫左ヱ門　2014　1p

　  （D.2790月信）

◎「全国ロータリー・コーディネーターセミナー」　小船井修一　2014　6p　（D.2500月信）          

◎「ロータリーのいろは」　深川純一　2014　9p　　（D.2650地区大会記念誌）

◎「ふたつのロータリーモットー」　久野 薫　2014　1p 　（D.2680月信）

◎「ロータリーの魅力」　久野 薫　2014　1p 　　（D.2680月信）

◎「国際ロータリーの変質『ロータリー失われた１０年』」　新藤信之　2014　13p

［上記申込先 : ロータリー文庫 ]
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■矢野光代（延岡中央ＲＣ）
■黒木健一郎（日向ＲＣ）
■股野満男（日向中央ＲＣ）
■柳谷葉一（宮崎ＲＣ）
■枝元隆（宮崎南RC)
■大村元（出水RC)
■川内芬（頴娃RC)
■高橋弘平（霧島RC)
■上野賢三（国分中央RC)
■前田智史（きもつきRC)

●退　会　者
●おつかれさまでした。

■岩切正康（延岡ＲＣ）

■関俊之（宮崎北ＲＣ）

■川越孝幸（宮崎中央RC）

■安永覚（川内RC）

■松元健作（きもつきRC）

■末吉二郎（きもつきRC）

■寺田賢司（鹿児島西RC）

■吉岡友和（奄美中央RC）

●入　会　者　
●おめでとうございます。

訃　　報   謹んでご冥福をお祈り申し上げます

鹿児島東南RC
内　　政　季
享年78歳
11月3日 ご逝去
ロータリー歴 37年

■内政季（鹿児島東南RC)
■有島廣海（奄美RC)
■平井馨（奄美中央RC)
■沖田幸也（奄美瀬戸内RC)
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10 月末会員数の修正がありました。＊ 10 月末会員数修正　2,362 名→ 2,361 名　　日向 RC　１8 名→ 17 名



Rotary My Life  ~ 我がロータリーの歴史 ~

　例会場入口に名簿板が置かれている、7段に

なっている、1段が10名分だ。私は、1段の1番

だ入会順である。7月に満90歳になり、入会し

たのが昭和42年、あれから47年が経って元気で

100％出席を続けている。

　父は、チャーターメンバーであり設立準備に専

念していた。スポンサーの鹿児島クラブとの連

絡、折衝に何度も上鹿していた、度々名瀬入りさ

れた鹿児島クラブの事務局長の佐々木申吉氏のこ

とも良く覚えている。我が家にも関係者の出入り

も多かったので、ロータリーのことも雰囲気で分

かっていた。2代会長をした父も昭和39年に他界

した。

　推薦者は永田清成、久保忠志、森山弘の3氏に

推薦を受けて入会に逡巡は無かった。3氏とも早

くで鬼籍に入られた。

　昭和45年に幹事、55年に会長を務めた。長男

も我がクラブで会長を、3男も姶良クラブで会長

を務めた。身内がどっぷりロータリーに浸かって

いる。

　現在会員が56名、出入りも多かったが故人に

なった人も多い。名誉会員の有村さんを除いて

は、大正生まれは内田さんと2人だけになった、

遙けくも来つるものかとの感しきりである。

　足が弱って立ち上がりがきつい、杖を使って

リハビリに通っているが日に5千歩以上歩いてい

る。今のところ内蔵はすべて異常なしであり薬も

全然服用していない。

　例会に出るのが楽しみだ、皆が気遣ってくれて

有難い。同年の妻もおかげで元気だ。先日、日記

帳を買ってきた。3年ものだ。あと3年も生きる

積もりかと言われ大笑い。

　最後まで、ロータリアンでありたい、何しろ記

念誌には、物故会員として紹介され黙祷を捧げて

貰う栄誉に輝くのだ。

　ガバナー補佐の名島さんから、ロータリーマイ

ライフに何か書けと言われて、よしなごとを書き

連ねた感謝。

大　野　　貢  氏（90才）
大正13年7月13日生　
株式会社　大野商会　会長

【ロータリー歴】
1964年　名瀬RC入会

1970－1971年　クラブ幹事

1980－1981年　クラブ会長

1990－1991年　名瀬RC　30周年実行委員長

2000－2001年　名瀬RC　40周年実行委員長

会員歴

47年

各クラブの皆様、このコーナーへの投稿お待ちしています。
※編集の都合上変更する場合もあります。
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会議室宴会場

ビアホール

ロビー

御料理

ロビー

客 室室

結婚式場

便利とくつろぎを兼ね備えた心地よい空間とサービスをあなたに。

ホテル こばやし

鹿児島県鹿屋市向江町4-15 http://hotel-kobayashi.com/

TEL0994-44-3711
よいよい みないい

0120-70-5884
こ ば や し

FreeDial

館内のご案内

◎インターネット接続

◎地上デジタル TV

客室（全 45室）

５F ツインルーム

４F ダブルルーム

 シングルルーム

 和室（大小）

和室宴会場

３F 大小宴会場・会議室

２F 大小宴会場・会議室

１F フロント・ロビー・
 レストラン
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